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余
罪
と
二
重
の
危
険

安

冨

潔

一二三四

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
「
二
重
の
危
険
」

余
罪
と
二
重
の
危
険

お
わ
り
に

の
法
理

一
　
は
じ
め
に

余罪と二重の危険

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
余
罪
が
証
拠
と
し
て
公
判
廷
に
提
出
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
「
悪
性
格
の
立
証
」
禁
止
の
原

則
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
の
悪
性
格
や
犯
罪
的
性
癖
を
証
明
す
る
こ
と
に
の
み
関
連
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
と
き
に
は
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

容
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則
は
、
公
訴
事
実
と
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
余
罪
を
犯
し
て
い
る
が
ゆ
え
に

公
訴
事
実
も
犯
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
不
当
な
偏
見
を
陪
審
に
対
し
て
与
え
、
事
実
認
定
を
誤
ら
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
し
、
悪

性
格
の
証
拠
は
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
の
で
被
告
人
に
告
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
充
分
な
防
御
の
機
会
を
与
え
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ず
不
当
な
不
意
打
ち
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
う
え
．
こ
の
よ
う
な
余
罪
が
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
と
被
告
人
に
と
っ
て

防
御
す
べ
き
争
点
が
混
乱
し
て
防
御
が
充
分
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
余
罪
が
証
拠
と
し
て
、
一
般
的
に
被
告
人

の
悪
性
格
や
犯
罪
的
性
癖
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
定
の
具
体
的
な
事
項
を
立
証
す
る
た
め
に
関
連
性
を
有
す
る
と

い
う
ぽ
あ
い
に
は
許
容
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
犯
罪
の
動
機
を
立
証
す
る
と
き
、
被
告
人
の
犯
行
の
意
図
を
立
証
す
る
と

き
、
事
実
の
錯
誤
が
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
と
き
、
一
方
の
犯
罪
行
為
の
証
明
が
他
方
の
犯
罪
行
為
の
証
明
と
な
る
ほ
ど
双
方
の
犯
罪
行

為
が
密
接
な
関
連
性
を
有
し
、
そ
の
双
方
の
犯
行
に
共
通
の
計
画
や
企
図
を
立
証
す
る
と
き
、
起
訴
状
記
載
の
犯
人
と
被
告
人
と
が
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
と
き
、
な
ど
の
ば
あ
い
に
は
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
許
容
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
余
罪
が
証
拠
と
し
て
、
公
訴
事
実
の
立
証
に
あ
た
っ
て
関
連
性
を
有
す
る
と
し
て
許
容
さ
れ
た
ば
あ
い
、
訴

追
側
は
あ
ら
た
め
て
余
罪
を
別
訴
に
お
い
て
再
訴
追
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
再
訴
追
が
許
さ
れ
る
と
し
た
な

ら
ば
、
被
告
人
は
．
同
一
事
実
に
つ
い
て
再
度
公
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
位
は
不
安
定
な
も
の
と
な
り
不
必
要
な
物
理

的
・
精
神
的
負
担
を
蒙
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
訴
追
側
に
と
っ
て
、
再
度
同
一
事
実
を
利
用
で
き
不
当
に
有
利
と
な

る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
余
罪
の
再
訴
追
に
つ
い
て
の
問
題
関
心
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
余
罪
と
「
二
重
の
危
険
」
の
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
英
米
法
で
展
開
さ
れ
て
き
た
「
二
重
の
危
険
」
の
法
理
に
関
し
て
は
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
あ
る
の
で
、
本

稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
の
展
開
を
基
礎
に
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
1
）
　
一
譲
一
象
o
雷
ゆ
国
≦
目
2
畠
，
㎝
伊
鴇
（
3
亀
3
一
潔
O
）
“
匡
o
O
O
窪
一
爵
．
国
く
日
望
8
｝
一
8
（
舘
a
■
．
お
oo
命
）
●

　
（
2
）
名
一
整
。
雷
サ
国
く
一
旨
2
鼻
田
ξ
3
ぎ
8
一
暮
一
ω
引
竃
。
9
閑
茜
寅
●
宰
一
〇
男
聲
・
唇
声
ぎ
鼠
ご
二
。
O
“
問
8
①
蚕
一
寄
一
①
・
。
協
国
≦
α
㊦
ぎ
区
O
“
（
げ
）

　
　
（
一
〇
誤
）
●
な
お
．
余
罪
証
拠
の
立
証
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
安
冨
潔
「
余
罪
の
証
拠
ー
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
⑥
項
制
定
経

　
　
緯
を
中
心
と
し
て
！
』
慶
鷹
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
四
二
二
頁
（
一
九
八
三
）
、
同
「
性
格
立
証
と
余
罪
の
証
拠
」
法
学
研
究
五
八
巻
三

　
　
号
一
頁
（
一
九
八
五
）
。

　
（
3
）
　
田
宮
裕
・
一
事
不
再
理
の
原
則
（
一
九
七
八
）
、
田
口
守
一
・
刑
事
裁
判
の
拘
束
力
（
一
九
八
O
）
、
渥
美
東
洋
「
い
わ
ゆ
る
余
罪
と
二
重
危
険
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禁
止
の
原
則
」
比
較
法
雑
誌
一
七
巻
四
号
一
頁
（
一
九
八
三
）
な
ど
．

余罪と二重の危険

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
「
二
重
の
危
険
」
の
法
理

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
五
修
正
は
、
「
何
人
も
、
同
一
犯
罪
行
為
（
鋸
幕
。
浮
拐
①
）
に
つ
い
て
、
重
ね
て
生
命
又
は
身
体
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
規
定
し
、
同
一
犯
罪
行
為
を
理
由
と
す
る
再
訴
追
及
び
二
重
処
罰
を
禁
止
し
て
い
る
．

　
こ
の
よ
う
な
二
重
の
危
険
条
項
は
．
同
一
犯
罪
行
為
を
理
由
に
再
度
公
判
に
付
さ
れ
、
有
罪
と
さ
れ
る
危
険
か
ら
被
告
人
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

「
同
一
犯
罪
行
為
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
換
言
す
れ
ば
、
危
険
の
客
観
的
範
囲
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
に
関
し
て
、
合
衆
国
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
閃
霞
く
。
＜
導
留
器
o
ヨ
げ
導
α
＞
ぎ
詳
事
件
　
（
N
富
毬
F
ρ
ρ
お
o。
」
。
o
。
均
界
翫
㎝
（
一
お
①
）
）
で
確
立
さ
れ
た
「
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

証
拠
の
基
準
（
。
。
弩
9
二
号
琴
曾
婁
）
」
が
展
開
さ
れ
、
曽
8
菩
仁
韻
霞
メ
q
三
げ
a
幹
暮
窪
事
件
（
鵠
斜
q
●
幹
8
。
（
お
G
。
卜
。
）
）
に
お
い
て
制

定
法
上
の
構
成
要
素
の
各
々
が
他
方
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
ば
あ
い
に
は
犯
罪
は
同
一
で
な
い
と
す
る
基
準
が
立
て
ら
れ
た
．

こ
の
匹
8
犀
ビ
韻
霞
事
件
は
、
再
訴
追
が
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
刑
の
併
科
つ
ま
り
罪
数
が
間
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
】
W
さ
妻
昌
く
ー
○
匡
o
事
件
（
お
笛
⇔
幹
♂
一
（
這
ミ
）
）
に
お
い
て
、
曽
8
菩
q
贔
霞
事
件
で
の
基
準
を
再
訴
遮
断
の
範
囲
を
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

す
る
基
準
と
し
て
も
用
い
る
こ
と
を
明
言
し
、
謄
瀞
毎
～
目
邑
け
＆
幹
暮
窪
事
件
（
＆
N
目
¢
お
刈
（
這
§
）
に
お
い
て
こ
れ
を
確
認
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
毛
富
一
窪
‘
q
巳
“
a
卑
暮
9
事
件
（
禽
q
鍔
堕
①
。
。
蒔
（
お
。
。
O
）
）
、
≧
竃
旨
欝
～
d
三
ひ
亀
幹
暮
窃
事
件
（
臨
O

　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

d
，
¢
ω
ω
ω
（
一
⑩
。
。
一
）
）
、
客
奮
呂
ユ
ダ
缶
β
旨
R
事
件
（
臨
。
戸
ω
』
8
（
お
。
。
ω
）
）
、
○
匡
o
‘
む
げ
霧
8
事
件
（
＆
刈
鍔
¢
お
ω
（
お
。。
群
）
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

田
目
＜
。
O
包
げ
a
幹
暮
窪
事
件
（
一
8
ψ
9
」
3
。。
（
お
o
。
㎝
）
）
な
ど
で
は
、
刑
の
併
科
と
再
訴
追
と
を
区
別
し
て
議
論
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
．
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と
こ
ろ
で
、
今
日
で
は
、
か
つ
て
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
刑
罰
法
規
の
数
が
著
し
く
多
く
な
り
、
一
つ
の
社
会
的
行
為
が
数
個
の

刑
罰
法
規
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
一
方
、
手
続
上
の
防
御
方
法
が
発
展
し
て
公
判
で
有
罪
と
さ
れ
る
割
合
が
減
少

し
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
検
察
官
に
よ
る
こ
ま
ぎ
れ
の
分
割
訴
追
が
行
な
わ
れ
、
不
当
な
再
訴
追
の
可
能
性
は
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
ま
た
被
告
人
に
不
当
な
物
理
的
・
精
神
的
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
無
実
の
者
を
有
罪
と
す
る
お
そ
れ
を
増
す
こ
と
に

　
　
（
11
）

も
な
る
．
こ
こ
に
検
察
官
の
訴
追
裁
量
を
規
律
す
る
観
点
か
ら
、
不
当
な
分
割
訴
追
や
再
訴
追
を
抑
止
す
る
こ
と
に
関
心
が
払
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
同
一
証
拠
の
基
準
に
よ
っ
て
は
、
証
拠
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
再
訴
遮
断
の

範
囲
が
限
定
さ
れ
、
こ
と
に
客
体
が
複
数
あ
る
ば
あ
い
や
一
所
為
数
法
の
ば
あ
い
に
、
同
一
犯
罪
行
為
と
は
な
し
え
ず
、
分
割
訴
追
や
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

訴
追
を
許
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
意
図
を
実
現
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
訴
追
の
一
回
性
に
根
拠
を
求
め
た
附
随
的
禁
反
言
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

理
や
強
制
的
併
合
の
法
理
が
二
重
の
危
険
の
問
題
と
し
て
主
張
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
4
）
Q
。
ヨ
舅
Φ
罫
ω
冨
ε
8
員
ゴ
胤
昏
曾
審
ぴ
一
。
づ
。
協
∪
。
昌
一
Φ
『
①
。
冨
り
号
O
蜀
屡
9
2
象
＝
騰
。
暁
。
周
”
寓
＆
げ
目
山
Q
。
累
馨
暮
帥
。
鍔
一
〇
量
吋
彗
釜
ゆ

　
　
O
㎝
吋
き
国
い
．
臼
9
ω
ω
P
ω
島
ー
倉
（
一
3
①
）
●

　
（
5
）
　
荒
木
伸
恰
・
ア
メ
リ
カ
法
一
九
七
八
年
二
号
二
六
〇
頁
（
一
九
七
八
）
．

　
（
6
）
　
中
野
目
善
則
・
比
較
法
雑
誌
一
四
巻
二
号
一
四
九
頁
（
一
九
八
○
）
。

　
（
7
）
　
中
野
目
善
則
・
比
較
法
雑
誌
一
六
巻
一
号
二
二
七
頁
（
一
九
八
二
）
。

　
（
8
）
　
中
野
目
善
則
・
比
較
法
雑
誌
一
七
巻
三
号
一
七
七
頁
（
一
九
八
三
）
．

　
（
9
）
　
手
塚
雅
之
・
比
較
法
雑
誌
二
〇
巻
一
号
一
九
五
頁
（
一
九
八
六
）
。

　
（
1
0
）
　
中
野
目
善
則
・
比
較
法
雑
誌
二
〇
巻
一
号
二
〇
四
頁
（
一
九
八
六
）
。

　
（
1
1
）
　
O
吋
8
診
＜
●
q
β
客
8
ω
鼠
8
㎝
．
ω
㎝
㎝
q
●
の
●
一
〇〇
癖
一
一
〇Q
刈
I
o

o
o
o
（
一
〇
鴇
）
“
乞
o
貫
日
ぽ
U
o
昌
一
①
『
8
冨
巳
網
O
一
建
器
器
帥
OJ
畦
ε
寄
ぎ
貫
＆
蓉
冒
晩

　
　
国
〈
置
。
g
ρ
o
。
O
属
＞
呂
劉
臼
。
8
ρ
⑩
貧
ロ
●
窃
（
お
o。
O
）
一
2
0
貫
U
。
昌
一
Φ
q
8
冨
吋
堵
普
幽
＞
づ
冨
毘
o
哺
9
¢
巨
。・
¢
巴
聾
＞
一
W
Φ
h
o
り
①
－
騨
呂
出
富
吋

　
　
卜
箸
暴
o
F
＄
O
き
蜀
ピ
．
閃
塁
●
oo
①
ω
｝
oo
①
㎝
（
一
〇
〇〇
一
）
●

　
（
1
2
）
　
田
口
・
前
掲
注
（
3
）
一
七
九
頁
。

　
（
1
3
）
　
渥
美
・
前
掲
注
（
3
）
一
三
頁
、
中
野
目
善
則
・
比
較
法
雑
誌
一
四
巻
三
号
二
一
〇
頁
（
一
九
八
○
）
。
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①
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
一
九
一
六
年
の
q
巳
♂
a
ω
鼠
竃
・
‘
○
℃
冨
嘗
①
ぎ
零
事
件
（
N
含
目
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
b
）

o。

㎝
（
一
〇
一
①
）
）
に
お
い
て
、
連
邦
の
法
原
則
と
宣
言
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
の
＞
静
Φ
‘
ω
≦
o
臣
自
事
件
（
ω
零
目
堕
齢
父
一
鶏
O
）
）
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
述
）

憲
法
上
の
二
重
の
危
険
条
項
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
、
憲
法
原
則
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
＞
魯
①
事
件
に
お

い
て
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
当
事
者
主
義
に
お
け
る
極
め
て
重
要
な
原
理
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
「
究
極
的
な
事
実

に
関
す
る
あ
る
争
点
に
つ
い
て
、
有
効
で
終
局
性
の
あ
る
判
断
が
一
度
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
争
点
を
将
来
い
か
な
る
訴
訟
に
お
い
て
も
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

一
当
事
者
間
で
再
度
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
、
こ
の
連
邦
法
に
お
け
る
原
則
が
「
無
罪
と
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

者
が
二
度
に
わ
た
っ
て
『
厳
し
い
攻
撃
を
受
け
る
』
こ
と
の
な
い
よ
う
保
護
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
第
五
修
正
の
二
重
の
危
険
条
項

に
含
ま
れ
る
と
解
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
被
告
人
の
地
位
の
安
定
に
関
心
を
寄
せ
る
立
場
か
ら
の
主
張
で
あ

り
、
争
点
の
同
一
性
と
そ
の
争
点
に
つ
い
て
の
前
訴
で
の
裁
判
所
の
有
効
な
終
局
判
断
の
存
在
が
要
件
と
さ
れ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
前
訴
と
後
訴
と
の
争
点
の
同
一
性
が
要
件
と
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
そ
の

争
点
の
決
定
が
問
題
と
な
る
．
と
こ
ろ
が
、
陪
審
裁
判
で
は
理
由
を
示
さ
な
い
一
般
評
決
で
足
り
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
争
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ど
の
よ
う
な
理
由
で
無
罪
と
さ
れ
た
の
か
が
判
明
せ
ず
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
が
作
用
す
る
た
め
の
争
点
の
決
定
が
困
難
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
問
が
生
ず
る
．
＞
・
ぎ
事
件
で
は
、
「
先
の
手
続
の
記
録
を
、
訴
答
、
証
拠
、
告
発
事
実
そ
の
他
関
連
す
る
事
項
を
考
慮

に
い
れ
て
検
討
し
、
合
理
的
な
陪
審
で
あ
れ
ば
被
告
人
が
考
慮
か
ら
除
く
よ
う
も
と
め
て
い
る
争
点
以
外
の
争
点
に
基
づ
い
て
そ
の
評
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

を
理
由
づ
け
え
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
」
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
争
点
を
合
理
的
に
決
定
す
る
と
し
て
い
る
．
と
は
い
え
、
こ
の
基
準

に
よ
っ
て
も
、
無
罪
を
導
く
二
つ
の
争
点
が
等
し
く
問
題
と
な
り
、
後
訴
が
そ
の
一
方
の
争
点
の
み
を
含
む
よ
う
な
ば
あ
い
、
争
点
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

を
合
理
的
に
推
認
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
に
は
限
界
が
あ
る
と
も
い
え
る
。
さ
ら
に
被
告
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人
が
後
訴
に
お
い
て
附
随
的
禁
反
言
が
有
効
に
作
用
す
る
よ
う
に
前
訴
に
お
い
て
争
点
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
と
防
御
手
段
を
限
定
し
て

争
っ
た
よ
う
な
ば
あ
い
か
え
っ
て
有
罪
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
し
、
逆
に
、
有
罪
と
な
ら
な
い
よ
う
に
可
能
な
防
御
手
段
を
駆
使
し
て
争

っ
た
よ
う
な
ば
あ
い
無
罪
と
は
な
っ
て
も
何
が
争
点
か
決
定
さ
れ
え
な
い
で
後
訴
に
お
い
て
附
随
的
禁
反
言
が
作
用
し
え
な
い
結
果
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

る
こ
と
に
も
な
り
、
被
告
人
に
と
っ
て
は
困
難
な
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
問
題
は
陪
審
裁
判
に
お
け
る

一
般
評
決
に
伴
う
間
題
点
で
あ
り
、
判
決
に
理
由
を
付
す
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
制
度
の
も
と
で
は
争
点
の
決
定
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
間

題
と
は
な
ら
な
い
と
も
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
争
点
が
合
理
的
に
決
定
さ
れ
た
ぽ
あ
い
、
そ
の
争
点
が
前
訴
に
お
い
て
充
分
か
つ
完
全
に
争
わ
れ
た
こ
と
は
要
し
な
い
と
す

　
　
　
　
（
23
）

べ
き
で
あ
る
。
争
点
が
前
訴
で
充
分
か
つ
完
全
に
争
わ
れ
た
こ
と
を
要
件
に
す
る
と
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
は
限
定
さ
れ
、
こ

の
法
理
が
主
張
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
背
景
に
あ
る
被
告
人
の
地
位
の
安
定
と
い
う
関
心
が
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
争
点
の
同
一
性
の
ほ
か
、
究
極
的
事
実
に
つ
い
て
裁
判
所
の
有
効
な

終
局
判
断
が
存
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
の
証
明
の
基
準
お
よ
び
挙
証
責
任
が
問
題
と
な
る
。

　
○
器
ぎ
。
国
ヨ
①
蚕
崔
O
暮
の
ε
ぎ
¢
＜
。
q
包
“
a
o
Q
鼠
ぎ
の
事
件
（
お
。
自
¢
N
認
（
お
認
）
）
は
、
密
輸
入
罪
で
無
罪
と
さ
れ
た
後
の
密
輸

入
物
品
の
没
収
手
続
に
つ
い
て
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
た
が
、
法
廷
意
見
は
こ
の
没
収
手
続
は
非
刑
事
（
薯
ε
の

手
続
で
あ
り
、
「
刑
事
と
非
刑
事
事
件
に
お
け
る
挙
証
責
任
の
差
異
が
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
の
有
無
に
違
い
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
る
。
刑
事
事
件
に
お
け
る
無
罪
は
『
被
告
人
の
有
罪
に
つ
い
て
合
理
的
疑
い
を
排
斥
す
る
証
明
が
な
し
え
な
か
っ
た
』
と
い
う
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

で
あ
る
．
非
刑
事
の
手
続
に
お
け
る
証
拠
の
優
越
の
程
度
の
証
明
に
よ
る
裁
判
で
は
な
い
。
」
と
し
た
。

　
刑
事
事
件
と
非
刑
事
事
件
で
は
、
争
点
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
前
者
が
合
理
的
な
疑
い
を
容
れ
な
い
証
明
基
準
が
要
求
さ
れ
る
の
に
対

し
て
後
者
は
通
常
そ
れ
よ
り
も
低
い
程
度
の
証
拠
の
優
越
の
程
度
の
証
明
基
準
で
足
り
る
と
し
て
、
そ
の
証
明
程
度
が
異
な
る
の
で
、
刑

事
事
件
で
の
無
罪
の
評
決
が
附
随
的
禁
反
言
と
し
て
後
訴
で
作
用
す
る
と
は
い
え
な
い
ば
あ
い
も
あ
る
．
刑
事
事
件
で
は
証
明
で
き
な
い
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ば
あ
い
で
も
、
よ
り
低
い
証
明
で
足
り
る
ば
あ
い
に
は
事
実
を
証
明
で
き
る
ば
あ
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
無
罪
と
さ
れ
た
前
訴
で
の
判
断
が
後
訴
に
対
し
て
附
随
的
禁
反
言
と
し
て
作
用
す
る
の
は
、
同
一
争
点
に
つ
い
て
合
理

的
疑
い
が
存
在
し
な
い
と
い
う
程
度
の
証
明
が
な
さ
れ
る
ば
あ
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
訴
追
側
の
不
当
な
分
割
訴
追
を
防
止
し
被
告
人
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
前
訴
に
お
い
て
有
罪
と
認
定
さ
れ
た
被
告
人
に
つ
い
て
不
利
な
争
点
が
後
訴
に
お
い
て
作
用
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
だ
ろ

う
か
．

　
こ
の
問
題
は
い
わ
ゆ
る
相
互
性
（
茸
9
舞
ご
蔓
）
の
問
題
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
禁
反
言
の
原
則
か
ら
い
え
ば
相
互
性
は
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
も
と
も
と
民
事
訴
訟
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
禁
反
言
の
原
則
を
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
二
重
の
危
険
と
し
て
持
ち
込
む
に
あ

た
っ
て
、
被
告
人
保
護
と
い
う
政
策
的
観
点
が
そ
の
背
景
に
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
相
互
性
に
つ
い
て
、
刑
事
事
件
で
は
適
用
さ
れ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

片
面
的
適
用
に
立
つ
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　
＞
・
ぎ
事
件
で
も
、
傍
論
で
は
あ
る
が
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
の
相
互
性
は
刑
事
事
件
で
は
適
用
さ
れ
ず
、
有
罪
判
決
で
認
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

た
被
告
人
に
不
利
な
争
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
理
の
適
用
は
な
く
片
面
的
で
あ
る
と
し
た
．
こ
の
見
解
は
の
巨
葛
8
＜
。
固
o
匡
鼠
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
》

件
（
8
ω
O
．
幹
ω
o
。
癖
（
這
謡
）
）
に
お
い
て
判
例
と
さ
れ
た
。
ω
巨
冨
8
事
件
で
、
州
裁
判
所
が
、
附
随
的
禁
反
言
が
作
用
す
る
か
ど
う
か

は
、
第
二
の
判
断
（
無
罪
）
だ
け
で
な
く
第
一
の
判
断
（
有
罪
）
を
も
基
準
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
い
わ
ば
「
二
重
の
附
随

的
禁
反
言
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
の
に
対
し
て
、
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
＞
警
Φ
事
件
で
の
判
断
を
確
認
し
、
「
附
随
的
禁
反
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
）

の
法
理
は
相
互
性
を
要
件
に
し
て
い
な
い
と
明
言
し
て
い
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
被
告
人
に

有
利
に
片
面
的
に
作
用
す
る
も
の
と
の
判
例
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
に
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
第
五
修
正
の
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
関
心
は
、
ま
さ

に
無
罪
判
決
を
受
け
た
も
の
を
再
度
被
告
人
と
し
て
公
判
に
さ
ら
さ
な
い
こ
と
に
あ
り
、
分
割
訴
追
や
再
訴
追
に
よ
り
蒙
る
被
告
人
の
不
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安
定
な
地
位
へ
の
配
慮
に
関
心
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
追
側
に
よ
る
分
割
訴
追
の
弊
害
の
お
そ
れ
の
認
め
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
9
）

ば
あ
い
、
州
に
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
事
実
に
つ
い
て
処
罰
の
利
益
が
あ
る
と
い
え
る
か
ぎ
り
、
附
随
的
禁
反
言
の
適
用
は
な
い
と
い
え
る
．

吸
収
関
係
に
あ
る
謀
殺
と
故
殺
、
強
盗
と
窃
盗
と
い
う
犯
罪
行
為
が
併
合
訴
追
さ
れ
、
州
の
異
議
を
排
し
て
、
被
告
人
は
故
殺
と
窃
盗
に

つ
い
て
の
み
有
罪
の
答
弁
を
行
な
い
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
有
罪
と
さ
れ
た
の
で
、
残
余
の
事
実
に
つ
い
て
訴
追
を
継
続
す
る
こ
と
は
二
重

の
危
険
条
項
に
反
す
る
と
し
て
公
訴
棄
却
を
求
め
た
○
匡
o
～
㍉
9
墓
9
事
件
（
＆
刈
唱
¢
お
ω
（
お
。
。
癖
）
）
に
お
い
て
、
合
衆
国
連
邦
最
高

裁
判
所
は
、
「
訴
追
側
は
、
公
訴
事
実
を
逐
次
に
訴
追
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
附
随
的
禁
反
言
を
含
む
二
重
の
危
険
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

保
障
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
し
た
．
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（
14
）
　
田
宮
・
前
掲
注
（
3
）
一
九
七
頁
以
下
、
田
口
・
前
掲
注
（
3
）
一
九
四
頁
以
下
、
渥
美
・
前
掲
注
（
3
）
二
四
頁
以
下
な
ど
参
照
．

（
1
5
）
　
冨
亀
①
凄
即
吋
畦
再
。
夷
ダ
切
δ
＜
①
葦
拝
乞
①
≦
ギ
芭
。
・
即
呂
警
。
8
器
貯
①
零
畠
8
9
凶
o
器
、
置
国
夷
＜
。
い
．
即
塁
9
ド
ω
一
（
一
8
0
）
。

　
浮
暮
自
＜
・
竃
導
≦
曽
邑
・
o。
O
㎝
d
・
の
』
o
。
彪
（
お
＄
）
に
お
い
て
、
第
五
修
正
の
二
重
の
危
険
は
第
一
四
修
正
の
内
容
を
な
す
と
さ
れ
た
の
で
、
附

随
的
禁
反
言
の
法
理
も
州
に
適
用
さ
れ
る
．

（
1
6
）
　
こ
の
事
件
は
、
三
・
四
名
の
武
装
強
盗
に
ポ
ー
カ
ー
を
し
て
い
た
六
名
が
携
帯
品
お
よ
び
自
動
車
を
強
取
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
被
告
人
は

被
害
者
K
に
対
す
る
公
判
で
強
盗
の
う
ち
の
一
名
で
あ
る
と
い
う
証
明
が
弱
い
と
し
て
無
罪
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
同
一
犯
行
を
理
由
と
し
て
別
の

被
害
者
R
に
対
し
て
訴
追
さ
れ
た
公
判
で
、
今
度
は
被
告
人
が
強
盗
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
証
明
が
よ
り
確
実
に
な
さ
れ
た
た
め
有
罪
と
さ

　
れ
た
も
の
で
あ
る
．
本
件
に
つ
い
て
、
岩
瀬
徹
・
ア
メ
リ
カ
法
一
九
七
二
年
二
号
三
五
二
頁
（
一
九
七
二
）
。
そ
れ
ま
で
は
、
デ
ュ
ー
プ
・
セ
ス
の

　
要
請
と
さ
れ
た
．

（
17
）
　
＞
昌
①
〈
●
ω
≦
①
拐
o
戸
ω
O
刈
q
●
ω
●
お
ρ
＆
刈
（
一
零
O
）
●

（
1
8
）
　
冒
●
暮
瞳
9

　
附
随
的
禁
反
言
は
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
民
事
で
は
、
争
点
の
蒸
し
返
し
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
訴
訟
経
済
に
役

　
立
つ
目
的
を
有
す
る
と
い
え
る
が
、
刑
事
で
は
、
訴
追
側
の
不
当
な
分
割
訴
追
に
よ
り
被
告
人
が
必
要
以
上
に
審
理
に
付
さ
れ
、
物
理
的
．
精
神
的

　
不
利
益
を
蒙
り
、
ま
た
再
訴
が
無
実
の
者
を
有
罪
に
す
る
危
険
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
そ
う
し
た
被
告
人
の
地
位
を
不
安
定
に
す
る
こ
と
を
阻

　
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
え
る
．
勾
塁
葺
目
臣
葦
旨
8
国
冨
z
弓
霧
慧
。
畠
・
①
oQ
　
（
お
台
ご
留
〇
一
戸
O
o
昌
暮
震
巳
詳
8
冒
需
一
享
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魯
貴
。
幕
黒
㎝
α
野
”
二
㌧
．
菊
閤
＜
」
（
歪
N
）
“
∪
①
邑
。
琶
①
づ
一
ω
｝
三
ぎ
一
睾
㌘
亀
鼠
一
。
器
ふ
伊
＝
夷
く
い
●
穿
＜
。
。。
一
・

。
噛
・。
8
6
㎝
。
（
一
露
）
，

（
19
）
無
罪
な
る
の
は
、
被
告
人
に
よ
り
積
極
的
な
抗
弁
立
証
さ
れ
た
ば
あ
い
だ
け
で
な
く
、
弾
劾
主
義
・
当
事
者
主
義
訴
訟
に
お
い
て
は
、
訴
追
側

が
公
訴
事
実
に
す
る
全
要
素
に
つ
い
て
挙
証
責
任
を
負
い
、
披
告
人
に
は
無
罪
の
推
定
が
働
く
の
で
、
被
告
人
は
合
理
的
疑
い
を
さ
し
は
さ
め
ば
よ

パ　　　パ　　　パ　　　パ　　　ハ

怨怨怨怨聾く
（
2
5
）

　
が
あ
る
。

（
2
6
）

（
2
7
）有

罪
と
さ
れ
た
が

客
に
対
す
る
強
盗
罪
で
再
度
訴
追
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
の
ぼ
霧
8
＜
■
固
＆
貴
8
ω
O
．
ω
。
ω
o
。
介
G。
o
。
刈
（
お
目
y

（
2
9
）
　
目
冒
含
＜
9
≦
邑
ρ
陰
刈
q
。
幹
占
○
（
お
o
。
O
）
参
照
。
中
野
目
善
則
・
比
較
法
雑
誌
一
四
巻
三
号
二
〇
四
頁

（
30
）
　
O
霞
。
＜
，
繭
。
ぎ
m
。
戸
＆
刈
q
■
ω
●
畠
ω
（
一
〇
〇。
斜
）
・

－
し
た
が
っ
て
訴
追
側
が
こ
の
よ
う
な
挙
証
責
任
を
果
た
し
え
な
か
っ
た
ば
あ
い
に
も
無
罪
と
さ
れ
る
の
で
さ
ら
に
問
題
を
複
雑
に
す
る
．

　
》
警
①
＜
●
の
幕
霧
β
。
・
仁
箕
魯
蚤
①
嵩
暮
瞳
♪
竃
亀
①
諾
帥
嘱
貰
耳
。
轟
F
m
琶
声
§
①
（
一
㎝
）
暮
巽

　
乞
9
9
弓
註
8
ぎ
『
①
o
冨
三
ざ
誤
吋
＞
目
い
9
国
男
◎
8
ρ
鱒
o。
㎝
（
一
8
㎝
）
．

　
鱒
い
暫
閃
費
＜
㊦
俸
一
胃
器
一
噂
9
ぎ
ぎ
亀
ギ
8
a
霞
p
ω
o。
N
（
一
〇
〇。
“
）
。

　
＝
零
議
＜
・
≦
器
露
鑛
ひ
。
p
お
轟
ご
■
oっ
。
田
（
一
〇
刈
一
）
’

　
○
ぎ
■
。
一
国
幕
同
巴
自
O
暮
幹
。
冨
ω
＜
9
q
艮
a
ω
一
暮
＄
℃
8
0
q
．
ω
』
G。
N
る
ω
①
（
お
認
）
。

　
d
旨
a
oQ
藝
窃
＜
。
O
器
＞
器
。
層
ぎ
Φ
嘗
。
h
o
。
O
雲
お
貰
霧
‘
田
目
oo
・
貯
譲
。
斜
い
。
淺
（
冨
○。
餌
）
参
照
．

　
O
器
。
O
§
馨
づ
黄
審
㊦
募
Φ
。
噛
Z
。
づ
目
暮
仁
巴
O
。
一
巨
霞
巴
望
ひ
8
琶
ξ
♀
ぎ
ぎ
巴
U
。
h
。
巳
導
ゴ
⑩
ω
国
夷
く
い
．
評
く
，
o。
○
“
（
一
〇
〇。
O
）
●

非
相
互
的
附
随
的
禁
反
言
に
つ
い
て
異
な
る
当
事
者
へ
の
適
用
を
否
定
し
た
も
の
に
、
ω
鼠
呂
亀
霞
く
、
d
巳
ぴ
8
幹
暮
。
ω
」
ミ
d
●
oQ
」
○
（
お
o。
○
）

　
　
　
松
岡
武
彦
・
比
較
法
雑
誌
一
四
巻
三
号
一
八
八
頁
（
一
九
八
○
）
参
照
。

　
＞
の
一
一
①
＜
，
ω
≦
①
冨
。
p
の
唇
冨
づ
0
8
旨
暮
臨
O
づ
」
ω
’

　
こ
の
事
件
は
、
二
人
に
男
が
商
店
に
侵
入
、
店
長
お
よ
び
客
に
対
L
て
強
盗
を
働
い
た
と
い
う
事
件
で
、
被
告
人
が
店
長
に
対
す
る
強
盗
罪
で

　
　
　
　
　
、
、
裁
判
官
の
説
示
が
不
適
法
で
あ
る
と
の
理
由
で
そ
の
有
罪
判
決
が
破
棄
さ
れ
店
長
に
対
す
る
強
盗
罪
は
無
罪
と
さ
れ
た
の
ち
、

働
強
制
的
併
合
の
法
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、

（
一
九
八
一
）
。

そ
れ
が
後
訴
に
お
い
て
作
用
す
る
た
め
に
は
同
一
争
点
の
決
定
が
要
件
と
な
る
が
、
被
告
人
が
一
般
的
答
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弁
を
し
、
裁
判
官
が
あ
り
う
べ
き
無
罪
に
対
す
る
種
々
の
説
示
を
行
っ
て
陪
審
に
よ
り
無
罪
の
一
般
評
決
が
答
申
さ
れ
た
よ
う
な
ば
あ
い

に
は
、
そ
の
争
点
の
決
定
は
極
め
て
困
難
と
い
え
よ
う
．
ま
た
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
相
互
性
を
肯
定
す
る
と
被
告
人
に
利
益
に

作
用
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
か
え
っ
て
被
告
人
の
地
位
の
安
定
と
い
う
二
重
の
危
険
が
寄
せ
て
き
た
関
心
を
損
な
う

こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
を
認
め
ず
、
強
制
的
併
合
に
よ
る
べ
ぎ
だ
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
の

　
　
（
32
）

で
あ
る
。

　
こ
と
に
合
衆
国
に
お
い
て
は
検
察
官
の
訴
追
裁
量
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
検
察
官
の
不
当
な
分
割
訴
追
や
再
訴
追
の
阻
止
と

い
う
訴
追
裁
量
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
を
意
図
し
て
二
重
の
危
険
の
客
観
的
範
囲
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
．

「
同
一
証
拠
の
基
準
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
証
拠
を
基
準
と
す
る
も
の
な
の
で
、
あ
ま
り
に
狭
い
範
囲
で
し
か
作
用
し
な
い
こ
と
に

な
り
、
二
重
の
危
険
の
本
来
の
趣
旨
を
没
却
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
か
ら
、
二
重
の
危
険
条
項
に
お
け
る
「
同
一
犯
罪
』
を
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

定
す
る
基
準
と
し
て
「
同
一
事
実
（
器
幕
鼠
霧
舞
巨
）
」
を
基
準
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
き
た
．

　
こ
の
よ
う
な
「
同
一
事
実
」
に
つ
い
て
同
時
訴
追
を
強
制
し
よ
う
と
い
う
の
が
強
制
的
併
合
の
法
理
で
あ
る
。

　
強
制
的
併
合
の
法
理
は
、
合
衆
国
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
．
し
か
し
、

国
o
謎
＜
●
Z
①
≦
魯
冨
畠
事
件
（
ω
㎝
。
q
あ
“
9
（
一
3
。
。
）
）
に
お
い
て
「
州
が
通
常
一
個
の
訴
追
で
数
個
の
犯
罪
を
審
理
す
る
こ
と
は
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈎
）

め
て
好
ま
し
い
実
務
運
用
で
あ
る
」
こ
と
は
認
め
て
い
る
し
、
Ω
琴
9
＜
．
目
ぎ
o
凶
の
事
件
（
ω
罰
自
⑫
密
一
（
一
3
0
。
）
）
で
の
ダ
グ
ラ
ス
、

ウ
ォ
ー
レ
ン
、
ブ
レ
ナ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
各
裁
判
官
は
、
少
数
意
見
に
お
い
て
、
強
制
的
併
合
の
法
理
が
デ
ュ
㌧
フ
・
セ
ス
に
含
ま
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
お
）

と
に
賛
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
＞
鴇
㊦
ダ
の
≦
o
匿
8
事
件
　
（
。
。
鶏
d
の
畠
①
（
お
8
）
）
に
お
い
て
、
ブ
レ
ナ
ン
裁
判
官
は
「
一
つ
の
事

件
（
8
一
§
。
）
に
複
数
の
被
害
者
が
い
る
よ
う
な
ば
あ
い
『
同
一
証
拠
』
の
基
準
（
器
幕
豊
号
蓼
卑
婁
）
に
よ
れ
ば
訴
追
は
そ
れ
ぞ
れ
の

被
害
者
ご
と
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
『
同
一
証
拠
』
の
基
準
は
、
一
つ
の
事
実
（
＃
導
鶏
葺
8
）
が
時
間
を
追
っ
て
い
く
つ
か
の

犯
罪
に
区
別
で
ぎ
る
ば
あ
い
に
分
割
訴
追
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
…
⊥
つ
の
犯
罪
行
為
で
も
異
な
っ
た
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
す
る
ば
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あ
い
に
は
分
割
訴
追
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
刑
事
立
法
は
一
つ
の
刑
事
事
件
を
い
く
つ
か
の
犯
罪
構
成
要
件
に
細
分
化
す
る

傾
向
が
あ
る
の
で
、
犯
罪
と
し
て
本
質
的
に
は
一
つ
の
事
件
に
つ
い
て
分
割
訴
追
の
お
そ
れ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
刑
事
訴
追

に
関
す
る
訴
追
裁
量
は
再
審
査
し
え
な
い
と
い
う
の
が
わ
が
国
の
伝
統
的
立
場
で
あ
り
、
『
同
一
証
拠
』
の
基
準
に
よ
る
訴
追
濫
用
の
お

そ
れ
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
重
の
危
険
条
項
は
、
原
則
と
し
て
、
一
つ
の
犯
罪
行
為
（
＆
邑
づ
巴
翼
）
、
出
来
事

（
。
8
饗
冨
琴
。
）
、
事
件
（
畳
毘
㊦
）
ま
た
は
事
実
（
貸
導
蟹
9
菖
）
か
ら
生
じ
た
被
告
人
に
対
す
る
告
発
事
実
の
す
べ
て
を
一
個
の
公
判
手
続

に
併
合
す
る
こ
と
を
訴
追
側
に
要
求
す
る
も
の
と
解
す
る
。
　
こ
の
『
同
一
犯
罪
』
に
つ
い
て
の
　
『
同
一
事
実
』
の
基
準
（
舞
幕
ぼ
導
器
？

一
巨
一
婁
）
は
、
二
重
の
危
険
条
項
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
煩
わ
し
い
分
割
訴
追
の
禁
止
を
実
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
の
事
実

ま
た
は
出
来
事
か
ら
生
ず
る
す
べ
て
の
争
点
を
一
個
の
訴
訟
に
併
合
す
る
こ
と
が
正
義
、
訴
訟
経
済
、
便
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

広
く
行
渡
っ
た
認
識
に
も
適
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
、
強
制
的
併
合
を
第
五
修
正
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
強
制
的
併
合
の
法
理
は
憲
法
の
要
請
で
は
な
い
と
す
る
の
が
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
で
あ
る
が
、
イ
リ
ノ
イ
州
（
F
r
閃
国
ダ

零
＞
8
Ω
G
。
堕
ゆ
㌣
。
。
導
自
G
。
ム
）
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
（
Z
ド
O
寄
鍔
ゆ
い
＞
≦
吻
8
』
・
」
O
■
8
）
、
ユ
タ
州
（
q
↓
卜
国
O
霞
墨
○
○
∪
内
㎝
『
？

一
－
8
一
～
8
㎝
）
で
は
法
律
に
よ
り
、
ま
た
フ
ロ
リ
ダ
州
（
舅
い
＞
零
O
零
言
，
G
。
」
騒
や
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
（
＞
勾
囚
¢
卑
O
蜜
軍
℃
N
一
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）

は
裁
判
所
規
則
に
お
い
て
こ
の
法
理
を
採
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
裁
判
例
の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
批
判
的
な
も
の
も
あ
る
。
ω
鼠
S
戸
9
畦
毘
事
件
　
（
認
ω
留
い
。
自
一
因

（
竃
”
》
召
お
芭
）
は
、
自
動
車
窃
盗
目
的
で
住
居
に
侵
入
し
そ
の
目
的
を
遂
げ
、
窃
取
し
た
自
動
車
で
逃
走
中
、
夜
警
員
を
殺
害
し
た

が
、
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
行
っ
た
と
こ
ろ
で
信
号
無
視
を
し
た
た
め
交
通
巡
査
に
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
事
案
を
あ
げ
、
こ
の
ば
あ
い
「
論
理
的
に

住
居
侵
入
で
有
罪
の
答
弁
を
し
た
と
き
に
は
殺
人
罪
で
の
後
訴
を
遮
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
考
え
る
と
す

る
と
、
交
通
違
反
で
有
罪
の
答
弁
を
し
た
ば
あ
い
も
同
じ
よ
う
に
、
『
同
一
事
実
』
か
ら
生
ず
る
こ
と
に
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
お
よ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

後
訴
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
．
」
と
疑
問
を
提
起
す
る
。
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こ
の
よ
う
に
同
一
事
実
と
い
う
基
準
に
よ
る
と
そ
の
併
合
の
範
囲
が
広
く
な
り
す
ぎ
る
と
し
て
、
同
一
事
実
よ
り
狭
い
範
囲
で
の
併
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

を
認
め
る
立
場
も
あ
る
．
イ
リ
ノ
イ
州
で
は
、
「
同
一
行
為
」
を
基
準
と
し
て
い
る
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
「
当
該
犯
罪
の
一
方
が

他
方
の
犯
罪
の
要
素
と
さ
れ
て
い
な
い
要
素
を
含
み
、
か
つ
、
そ
の
犯
罪
が
様
々
な
害
悪
を
防
止
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
と
定
義
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

れ
る
制
定
法
規
を
含
ん
で
い
る
ば
あ
い
」
に
後
訴
が
許
さ
れ
る
と
し
て
い
る
．

　
し
か
し
、
O
o
奨
＆
事
件
で
示
さ
れ
た
問
題
点
は
、
同
一
事
実
と
す
る
に
は
同
一
管
轄
裁
判
所
に
お
い
て
処
理
し
う
る
も
の
に
限
定
す

る
と
か
、
最
初
の
訴
追
時
に
発
覚
し
て
い
る
も
の
に
限
定
す
る
と
か
、
被
告
人
に
併
合
の
申
立
に
つ
い
て
責
任
を
課
す
と
か
、
有
罪
の
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

弁
や
不
抗
争
の
答
弁
は
遮
断
効
を
有
し
な
い
と
す
る
な
ど
の
考
慮
に
よ
り
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
二
重
の
危
険
条
項
が
訴
追
裁
量
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
強
制
的
併
合
の
法
理
は
、
よ
り
よ
く
そ
の

目
的
を
実
現
し
う
る
と
い
っ
て
よ
い
．
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
直
接
訴
追
裁
量
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
た
と
え
審
判
し
え
た
争
点
で
あ
っ
て
も
現
実
に
審
判
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
作
用
し
え
な
い
の
で
あ
る
．
し

た
が
っ
て
、
二
重
の
危
険
に
つ
い
て
訴
追
側
の
裁
量
権
に
対
す
る
規
制
に
関
心
を
寄
せ
る
な
ら
ば
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
だ
け
で
は
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

分
で
な
く
、
強
制
的
併
合
の
法
理
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
強
制
的
併
合
の
法
理
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
公
判
が
分

離
さ
れ
た
ば
あ
い
に
や
、
強
制
的
併
合
の
対
象
と
な
り
え
な
い
事
実
に
つ
い
て
も
附
随
的
禁
反
言
が
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
3
1
）
　
田
宮
・
前
掲
注
（
3
）
二
〇
二
頁
以
下
、
田
口
・
前
掲
注
（
3
）

（
32
）
　
昭
Φ
℃
Z
o
8
甲
の
唇
声
ぎ
8
一
一
暮
8
P

（
3
3
）
乞
9
Φ
』
唇
声
ぎ
一
①
一
一
暮
8
。
。
一
8
9
乞
。
一
Φ
暫
区
Q
§
幕
嘗
鉾

　
一
七
九
頁
参
照
．

（
3
4
）
国
。
轟
‘
乞
霧
『
Φ
奮
ざ
ω
誘
q
。
の
’
＆
倉
S
刈
ふ
o。
（
一
〇
q
o。
）
。

（
3
5
）
　
9
饗
9
＜
。
目
ぎ
o
凶
の
り
ω
8
q
。
ω
・
竃
一
、
鴇
ω
（
一
〇
㎝
oo
）
●

（
3
6
）
＞
¢
げ
。
＜
。
ω
毒
霧
。
P
。
・
暮
声
ぎ
鼠
嵩
暮
ホ
ω
●

一
八
二
頁
以
下
、
渥
美
・
前
掲
注
（
3
）
二
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。

の
唇
声
ぎ
3
曽
暮
鴇
O
ぎ
ぎ
o
。
群
、
田
口
、
前
掲
注
（
3
）
蝉
七
六
～
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（
37
）
　
連
邦
の
法
域
で
は
、
訴
追
の
併
合
は
連
邦
刑
事
訴
訟
規
則
第
八
条
a
　
（
舅
彰
罰
9
蓉
型
o
。
（
暫
）
）
が
裁
量
的
な
も
の
と
し
て
い
る
が
、

国
貰
誘
く
’
○
匹
善
。
暮
費
島
ω
q
●
幹
8
N
（
ご
ミ
γ
目
浮
。
ぼ
〈
。
≦
邑
9
“
ミ
q
’
堕
合
O
（
お
oo
O
）
な
ど
、
大
小
関
係
に
あ
る
犯
罪
行
為
を
理

由
と
す
る
再
訴
は
二
重
の
危
険
条
項
に
反
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
連
邦
も
実
質
上
強
制
的
併
合
の
法
理
を
採
用
し
て
い
る
と
も
い
え
る
．
中
野

目
・
前
掲
注
（
1
3
）
ニ
コ
ニ
頁
参
照
。

　
　
な
お
、
》
■
野
竃
8
曽
℃
豊
き
O
o
旨
㎝
ド
O
oo
　
（
鱒
）
　
（
↓
①
暮
．
U
蚕
賄
f
客
9
9
お
誘
）
“
㎝
ピ
零
　
（
卜
o
）
　
（
型
ρ
∪
‘
お
9
ご
　
Z
＞
雲
o
z
＞
い

O
。
臣
一
。
。
ω
一
〇
z
。
z
寄
8
窪
。
句
寄
昌
塁
日
9
一
旨
z
き
ピ
＞
要
の
一
雰
0
8
鶴
∪
乞
塁
問
目
塁
＞
r
9
一
峯
蜜
い
O
O
昌
刈
8
～
O
（
お
コ
）
一
Z
＞
↓
。
O
O
舅
o
問

O
o
舅
一
ω
の
一
。
z
男
。

。
o
z
d
z
暮
髪
の
弓
〉
鵠
ピ
＞
壽
噛
q
z
蓼
窪
閑
q
島
ω
亀
9
一
置
蜜
ピ
雰
8
曽
第
潮
閃
巨
霧
賢
一
6
（
一
〇
試
ご
＞
閃
＞
・
’
雰
。
旨
8
0
z

の
↓
＞
呂
夷
拐
3
頴
9
蓉
多
ピ
魯
の
↓
冨
．
き
【
琶
鍔
塗
o
の
男
男
婁
畠
伽
一
●
ω
（
＞
奢
，
U
冨
罫
ご
①
o
。
）
”
旨
山
ω
（
題
亀
」
S
o
。
）
な
ど
の
立
法
提
案
に

も
強
制
的
併
合
の
法
理
の
採
用
が
み
ら
れ
る
。
田
宮
・
前
掲
注
（
3
）
二
〇
五
頁
、
二
一
〇
頁
以
下
参
照
．

ハ　　ハ　　　ハ　　　ハ　　ハ

42　41　40　39　38
）　　）　　）　　）　　）訴

因
を
く
み
あ
げ
て
再
訴
追
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
は
、

公
判
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
の
ね
ら
い
に
反
す
る
と
し
て
、

前
掲
注 oo

鼠
8
＜
●
O
o
糞
＆
一
逡
ω
留
。
髭
一
誤
（
固
鉾
＞
b
づ
●
（
一
〇
謡
）
）
。

冒
ダ
閃
塁
●
幹
＞
β
O
●
ω
oo
、
霧
ω
1
ω
一
ω
ー
↑

Z
、
ド
O
閑
豪
9
℃
。
■
＞
響
鵬
癖
ρ
⑲
ρ
お
’
“
ρ

富
墨
＜
Φ
俸
一
。
。
声
Φ
一
』
唇
寅
琴
仲
①
旨
暮
ω
O
伊

訴
因
の
告
知
機
能
を
重
視
し
、
訴
因
変
更
を
訴
因
の
告
知
機
能
を
害
さ
な
い
限
度
で
認
め
る
立
場
を
と
っ
て
も
、
同
一
の
社
会
的
行
為
か
ら
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
起
訴
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
と
な
り
．
最
初
の
訴
因
の
を
め
ぐ
り
当
事
者
主
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訴
因
制
度
と
の
関
連
で
憲
法
上
強
制
的
併
合
の
法
理
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
中
野
目
・

　
（
1
3
）
二
一
二
頁
。

余罪と二重の危険

三
　
余
罪
と
二
重
の
危
険

　
余
罪
が
証
拠
と
し
て
前
訴
に
お
い
て
公
訴
事
実
の
立
証
や
量
刑
に
あ
た
っ
て
許
容
さ
れ
た
ば
あ
い
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
余
罪
事
実
を
後

訴
で
再
訴
追
で
き
る
と
し
た
な
ら
ば
、
被
告
人
は
、
重
ね
て
公
判
に
出
廷
を
求
め
ら
れ
防
御
の
負
担
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
そ
れ
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は
「
同
一
犯
罪
事
実
」
を
再
訴
追
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
被
告
人
に
と
っ
て
の
負
担
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の

よ
う
な
関
心
は
、
訴
追
側
が
被
告
人
に
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
た
め
に
刑
事
訴
追
を
利
用
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

（
4
3
）て

、
刑
事
裁
判
が
被
告
人
の
人
生
を
ゆ
が
め
、
出
費
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
憲
法
は
こ
の
試
練
が
一
度
だ
け
合
理
的
な

理
由
で
被
告
人
に
課
さ
れ
る
こ
と
を
許
し
、
訴
追
側
の
気
ま
ぐ
れ
で
繰
り
返
し
課
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
製
）

告
人
の
地
位
の
安
定
を
意
図
し
た
二
重
の
危
険
が
寄
せ
る
関
心
と
同
じ
で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
な
二
重
の
危
険
が
寄
せ
る
関
心
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
同
一
証
拠
の
基
準
」
の
狭
溢
さ
に
よ
る
不
合
理
な
結
論
を
改
善

す
る
た
め
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
や
強
制
的
併
合
の
法
理
を
編
み
だ
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
前
訴
に
お
い
て
争
点
と
さ
れ
た
「
究
極
的
事
実
」
に
つ
い
て
有
効
な
終
局
判
断
が
裁
判
所
に
よ

っ
て
下
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
、
後
訴
に
お
い
て
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
前
訴
に
お
い
て
公
訴
事
実
を
証
明
す
る
た
め
も
し
く
は
量

刑
の
資
料
と
し
て
許
容
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
い
ま
だ
終
局
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
余
罪
事
実
に
つ
い
て
は
附
随
的
禁
反
言

の
法
理
が
作
用
し
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
が
作
用
す
る
た
め
に
は
、
「
究
極
的
事
実
」
に
関
す
る
同
一

争
点
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
容
れ
な
い
程
度
の
高
度
の
蓋
然
性
を
有
す
る
証
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
が
、
前
訴

に
お
け
る
余
罪
の
証
拠
と
し
て
の
証
明
は
、
「
究
極
的
事
実
」
と
い
う
よ
り
単
な
る
「
証
明
を
要
す
る
事
実
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
合
理

的
疑
い
を
容
れ
な
い
程
度
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
わ
け
で
な
く
証
拠
の
優
越
の
程
度
の
証
明
で
た
り
る
の
で
あ
り
、
こ
の
証
明
基
準
の
点

に
お
い
て
も
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
が
作
用
す
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
こ
の
よ
う
に
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
は
、
余
罪
事
実
に
つ
い
て
の
再
訴
追
に
寄
せ
る
関
心
と
同
じ
関
心
か
ら
主
張
さ
れ
た
も
の
と
は
い

え
、
余
罪
事
実
の
再
訴
追
を
遮
断
す
る
に
は
有
効
な
法
理
と
は
い
え
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
強
制
的
併
合
の
法
理
は
、
同
一
事
実
の
範
囲
に
あ
る
現
実
的
に
訴
追
可
能
な
事
実
に
つ
い
て
訴
追
を
強
制
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
範
囲
で
危
険
が
発
生
す
る
と
す
る
の
で
、
訴
追
側
の
訴
追
裁
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
寄
せ
る
関
心
を
直
接
実
現
す
る
こ
と
が
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で
き
る
と
い
え
よ
う
．
前
訴
に
お
い
て
．
許
容
さ
れ
た
余
罪
事
実
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
同
一
事
実
」
の
範
囲
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
ば

あ
い
に
は
、
強
制
的
併
合
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
二
重
の
危
険
が
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
「
同
一
事
実
」
の

範
囲
に
含
ま
れ
な
い
余
罪
事
実
は
、
二
重
の
危
険
が
作
用
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
え
る
と
は
い
え
、
同
一
も
し
く
は

類
似
の
性
格
を
有
す
る
余
罪
、
ま
た
は
時
間
的
、
場
所
的
関
連
性
を
有
す
る
余
罪
、
計
画
、
準
備
、
陰
謀
な
ど
で
関
連
す
る
余
罪
な
ど
に

よ
る
立
証
は
悪
性
格
の
立
証
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
公
訴
事
実
の
立
証
に
あ
た
っ
て
許
容
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
「
同
一
事
実
」
に
含
ま
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
余
罪
証
拠
の
立
証
と
の
関
連
で
考
え
る
か
ぎ
り
、
二
重
の
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
）
（
妬
）

の
作
用
す
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
都
合
な
結
論
が
生
ず
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
（
4
3
）
　
Z
o
蛋
。
麿
仁
胃
四
ぎ
け
。
曽
鋒
曽
P

　
（
4
4
）
　
竃
即
器
諺
鱒
属
鶏
ぼ
o
q
閃
拝
駕
℃
胃
即
ぎ
言
窃
暮
①
伊

　
（
4
5
）
　
渥
美
・
前
掲
注
（
3
）
二
二
頁
。

　
（
4
6
）
　
わ
が
国
に
お
い
て
、
余
罪
と
二
重
の
危
険
の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
規
範
説
の
立
場
か
ら
主
張
が
あ
る
が
、
裁
判
所
に
よ
る
法
定
立
と
い
う

　
　
実
体
判
断
が
な
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
既
判
力
が
生
じ
る
と
す
る
点
で
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

四
　
お
わ
り
に

余罪と二重の危険

　
刑
罰
法
規
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
構
成
要
件
で
処
罰
対
象
と
さ
れ
る
犯
罪
行
為
の
範
囲
が
比
較
的
広
か
っ
た
た
め
、

同
一
犯
罪
行
為
を
理
由
と
す
る
再
訴
追
を
阻
止
す
る
に
あ
た
っ
て
、
法
律
上
犯
罪
と
さ
れ
る
行
為
と
法
的
評
価
を
は
な
れ
た
被
告
人
の
行

為
を
区
別
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
有
罪
率
が
高
く
重
罪
で
有
罪
と
さ
れ
れ
ば
死
刑
か
追
放
刑
と
い
う
重
罰
が
予
定
さ
れ
て
い
た
時
代

に
は
、
訴
追
側
は
こ
ま
ぎ
れ
の
分
割
訴
追
や
二
重
処
罰
の
目
的
で
犯
罪
行
為
の
概
念
を
狭
く
解
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
よ
う

に
、
刑
罰
法
規
の
数
は
著
し
く
膨
大
な
も
の
と
な
り
．
し
ば
し
ば
一
つ
の
行
為
に
対
し
て
重
複
し
て
刑
罰
法
規
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
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る
と
、
訴
追
権
の
濫
用
に
よ
る
不
当
な
分
割
訴
追
や
二
重
処
罰
の
お
そ
れ
を
抑
止
す
る
た
め
に
訴
追
時
に
お
い
て
訴
追
側
に
発
覚
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
覗
）

る
「
同
一
の
事
実
や
事
件
」
の
範
囲
で
訴
追
意
思
の
あ
る
事
実
に
つ
い
て
そ
の
強
制
的
併
合
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
附
随
的
禁
反
言
の
法
理
を
判
例
と
し
て
肯
定
し
た
が
、
強
制
的
併
合
の
法
理
に
つ
い
て
は
い

ま
だ
判
例
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
し
か
し
、
連
邦
の
法
域
に
お
い
て
は
、
裁
量
的
で
は
あ
れ
訴
追
の
併
合
が
認
め
ら
れ
、
余
罪
事
実
に
よ
る
一
定
の
目
的
の
た
め
の
立
証

が
許
さ
れ
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
え
る
と
、
強
制
的
併
合
の
法
理
が
認
め
ら
れ
る
の
も
そ
う
遠
く
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
．

そ
し
て
、
強
制
的
併
合
の
法
理
の
採
用
に
よ
り
、
被
告
人
の
地
位
の
安
定
は
よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
同
一
被
告
人
の
複
数
の
犯
罪
事
実
こ
と
に
余
罪
事
実
に
つ
い
て
は
、
悪
性
格
立
証
は
許
さ
れ
な
い
も
の
の
、
一
定
の
目
的
の
た
め
に
は

許
容
さ
れ
る
し
、
ま
た
量
刑
資
料
と
し
て
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
そ
の
余
罪
事
実
が
あ
ら
た
め
て
再
訴
追
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
被
告
人
に

と
っ
て
は
再
度
の
防
御
の
負
担
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
地
位
は
極
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
る
．
こ
こ
に
余
罪
事
実
に
つ

い
て
の
再
訴
追
の
阻
止
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
強
制
的
併
合
の
法
理
に

よ
る
問
題
解
決
が
検
討
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
4
7
）
　
竃
串
①
誘
即
嘱
貰
再
2
の
F
器
胃
”
ぎ
σ
ま
暮
一
〇
〇
｝
Z
o
旦
¢
唇
轟
ぎ
9
曽
暮
ミ
P
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